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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における発毛を調節するための組成物であって、有効量のＤＰ－２作動薬または拮
抗薬を含む、組成物。
【請求項２】
　局所的に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ＤＰ－２作動薬を含む、請求項１に記載の組成物であって、発毛調節が発毛阻害である
、組成物。
【請求項４】
　ＤＰ－２拮抗薬を含む、請求項１に記載の組成物であって、発毛調節が発毛刺激である
、組成物。
【請求項５】
　対象における発毛を刺激するための組成物であって、有効量のＤＰ－２拮抗薬を含む、
組成物。
【請求項６】
　局所的に投与されることを特徴とする、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、前記対象に発毛を調節する別の作用剤と合わせて投与されることを特徴
とし、前記別の作用剤がフィナステリドまたはミノキシジルである、請求項５に記載の組
成物。
【請求項８】
　毛包が前記対象に移植されることを特徴とする、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
　前記対象における皮膚の真皮または表皮が除去されることを特徴とする、請求項５に記
載の組成物。
【請求項１０】
　対象が男性型脱毛症を有する、請求項５に記載の組成物。
【請求項１１】
　対象が円板状エリテマトーデス（discoid lupus erythematosis）、先天性貧毛症、毛
孔性扁平苔癬または瘢痕性脱毛症に関連する脱毛を有する、請求項５に記載の組成物。
【請求項１２】
　ＤＰ－２拮抗薬がＤＰ－１に対する選択的ＤＰ－２拮抗薬である、請求項５に記載の組
成物。
【請求項１３】
　前記拮抗薬がＤＰ－２に対し１００ｎＭ以下のＩＣ５０を有する、請求項５に記載の組
成物。
【請求項１４】
　ＤＰ－２拮抗薬がラマトロバンまたはその類似体である、請求項５に記載の組成物。
【請求項１５】
　ＤＰ－２拮抗薬がインドール酢酸誘導体である、請求項５に記載の組成物。
【請求項１６】
　ＤＰ－２拮抗薬がフェニル酢酸誘導体である、請求項５に記載の組成物。
【請求項１７】
　ＤＰ－２拮抗薬がテトラヒドロキノリン（tetrahyrdroquinoline）誘導体である、請求
項５に記載の組成物。
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【請求項１８】
　対象における発毛を阻害するための組成物であって、有効量のＤＰ－２作動薬を含む、
組成物。
【請求項１９】
　局所的に投与されることを特徴とする、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記対象の皮膚上の毛髪が除去されることを特徴とする、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２１】
　ＤＰ－２作動薬がＤＰ－１に対する選択的ＤＰ－２作動薬である、請求項１８に記載の
組成物
【請求項２２】
　ＤＰ－２作動薬が１５（Ｒ）ＰＧＤ２、１５（Ｒ）－１５－メチルＰＧＤ２および１３
，１４－ジヒドロ－１５－オキソＰＧＤ２からなる群から選択される、請求項１８に記載
の組成物。
【請求項２３】
　ＤＰ－２作動薬がＤＰ－２に対し１００ｎＭ以下のＥＣ５０を有する、請求項１８に記
載の組成物。
【請求項２４】
　対象における発毛を調節するための組成物であって、前記対象における発毛を調節する
のに有効な量でＤＰ－２作動薬または拮抗薬を含む、上記組成物。
【請求項２５】
　組成物がＤＰ－２作動薬または拮抗薬の局所製剤である、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　対象における発毛を刺激するための組成物であって、前記対象における発毛を刺激する
のに有効な量でＤＰ－２拮抗薬を含む、上記組成物。
【請求項２７】
　組成物がＤＰ－２拮抗薬の局所製剤である、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
　対象における男性型脱毛症または脱毛症または毛髪脱落を治療するための組成物であっ
て、前記対象における前記男性型脱毛症または脱毛症または毛髪脱落を治療するのに有効
な量でＤＰ－２拮抗薬を含む、上記組成物。
【請求項２９】
　組成物がＤＰ－２拮抗薬の局所製剤である、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　対象における発毛を阻害するための組成物であって、前記対象における発毛を阻害する
のに有効な量でＤＰ－２作動薬を含む、上記組成物。
【請求項３１】
　組成物がＤＰ－２作動薬の局所製剤である、請求項３０に記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の他の特徴および利点は、以下の発明を実施するための形態、実施例および図面
から明らかとなる。本発明の精神および範囲に含まれる種々の変更および改変がこの発明
を実施するための形態から当業者には明らかとなることから、発明を実施するための形態
および具体例が、好ましい本発明の実施形態を示す一方で、例示としてのみ与えられてい
ることを理解されたい。
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　例えば、本発明は、以下の項目を提供する：
（項目１）
　対象における発毛を調節する方法であって、上記対象に有効量のＤＰ－２作動薬または
拮抗薬を投与することを含む、上記方法。
（項目２）
　投与ステップが局所的に行われる、項目１に記載の方法。
（項目３）
　発毛調節が発毛阻害であり、ＤＰ－２作動薬を投与することを含む、項目１に記載の方
法。
（項目４）
　発毛調節が発毛刺激であり、ＤＰ－２拮抗薬を投与することを含む、項目１に記載の方
法。
（項目５）
　対象における発毛を刺激するための方法であって、上記対象に有効量のＤＰ－２拮抗薬
を投与することを含む、上記方法。
（項目６）
　投与ステップが局所的に行われる、項目５に記載の方法。
（項目７）
　上記対象に発毛を調節する別の作用剤を投与することをさらに含み、上記別の作用剤が
フィナステリドまたはミノキシジルである、項目５に記載の方法。
（項目８）
　毛包を上記対象に移植するステップをさらに含む、項目５に記載の方法。
（項目９）
　上記対象における皮膚の真皮または表皮を除去することをさらに含む、項目５に記載の
方法。
（項目１０）
　対象が男性型脱毛症を有する、項目５に記載の方法。
（項目１１）
　対象が円板状エリテマトーデス（discoid lupus erythematosis）、先天性貧毛症、毛
孔性扁平苔癬または瘢痕性脱毛症に関連する脱毛を有する、項目５に記載の方法。
（項目１２）
　ＤＰ－２拮抗薬がＤＰ－１に対する選択的ＤＰ－２拮抗薬である、項目５に記載の方法
。
（項目１３）
　拮抗薬がＤＰ－２に対し１００ｎＭ以下のＩＣ５０を有する、項目５に記載の方法。
（項目１４）
　ＤＰ－２拮抗薬がラマトロバンまたはその類似体である、項目５に記載の方法。
（項目１５）
　ＤＰ－２拮抗薬がインドール酢酸誘導体である、項目５に記載の方法。
（項目１６）
　ＤＰ－２拮抗薬がフェニル酢酸誘導体である、項目５に記載の方法。
（項目１７）
　ＤＰ－２拮抗薬がテトラヒドロキノリン（tetrahyrdroquinoline）誘導体である、項目
５に記載の方法。
（項目１８）
　対象における発毛を阻害するための方法であって、上記対象に有効量のＤＰ－２作動薬
を投与することを含む、上記方法。
（項目１９）
　投与ステップが局所的に行われる、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
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　上記対象の皮膚上の毛髪を除去することをさらに含む、項目１８に記載の方法。
（項目２１）
　ＤＰ－２作動薬がＤＰ－１に対する選択的ＤＰ－２作動薬である、項目１８に記載の方
法
（項目２２）
　ＤＰ－２作動薬が１５（Ｒ）ＰＧＤ２、１５（Ｒ）－１５－メチルＰＧＤ２および１３
，１４－ジヒドロ－１５－オキソＰＧＤ２からなる群から選択される、項目１８に記載の
方法。
（項目２３）
　ＤＰ－２作動薬がＤＰ－２に対し１００ｎＭ以下のＥＣ５０を有する、項目１８に記載
の方法。
（項目２４）
　対象における発毛を調節するための組成物であって、上記対象における発毛を調節する
のに有効な量でＤＰ－２作動薬または拮抗薬を含む、上記組成物。
（項目２５）
　組成物がＤＰ－２作動薬または拮抗薬の局所製剤である、項目２４に記載の組成物。
（項目２６）
　対象における発毛を刺激するための組成物であって、上記対象における発毛を刺激する
のに有効な量でＤＰ－２拮抗薬を含む、上記組成物。
（項目２７）
　組成物がＤＰ－２拮抗薬の局所製剤である、項目２６に記載の組成物。
（項目２８）
　対象における男性型脱毛症または脱毛症または毛髪脱落を治療するための組成物であっ
て、上記対象における上記男性型脱毛症または脱毛症または毛髪脱落を治療するのに有効
な量でＤＰ－２拮抗薬を含む、上記組成物。
（項目２９）
　組成物がＤＰ－２拮抗薬の局所製剤である、項目２８に記載の組成物。
（項目３０）
　対象における発毛を阻害するための組成物であって、上記対象における発毛を阻害する
のに有効な量でＤＰ－２作動薬を含む、上記組成物。
（項目３１）
　組成物がＤＰ－２作動薬の局所製剤である、項目３０に記載の組成物。
（項目３２）
　男性型脱毛症を治療するための候補作用剤として化合物をスクリーニングするための方
法であって、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在
下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定し；同じ条件下で、男
性型脱毛症を治療するための候補作用剤であると考えられる化合物の非存在下、且つプロ
スタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定するステップを含み、上記化合物の
非存在下におけるよりも上記化合物の存在下におけるより低いＤＰ－２活性が、男性型脱
毛症を治療するための候補作用剤であることを示す、上記方法。
（項目３３）
　男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在下、且つプ
ロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定し；同じ条件下で、男性型脱毛症
を治療するための候補作用剤であると考えられる化合物の非存在下、且つプロスタグラン
ジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定するステップをさらに含み、上記化合物の存在
下および非存在下でのより低いＤＰ－２活性およびおよそ等しいＤＰ－１活性が、男性型
脱毛症を治療するための候補作用剤であることを示す、項目３２に記載の方法。
（項目３４）
　発毛を刺激するための候補作用剤として化合物をスクリーニングするための方法であっ
て、発毛を刺激するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在下、且つプロスタ
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グランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定し；同じ条件下で、発毛を刺激するため
の候補作用剤であると考えられる化合物の非存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在
下で、ＤＰ－２活性を測定するステップを含み、上記化合物の非存在下におけるよりも上
記化合物の存在下におけるより低いＤＰ－２活性が、発毛を刺激するための候補作用剤で
あることを示す、上記方法。
（項目３５）
　発毛を刺激するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在下、且つプロスタグ
ランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定し；同じ条件下で、発毛を刺激するための
候補作用剤であると考えられる化合物の非存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下
で、ＤＰ－１活性を測定するステップをさらに含み、上記化合物の存在下および非存在下
でのより低いＤＰ－２活性およびおよそ等しいＤＰ－１活性が、発毛を刺激するための候
補作用剤であることを示す、項目３４に記載の方法。
（項目３６）
　発毛を阻害するための候補作用剤として化合物をスクリーニングする方法であって、発
毛を阻害するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在下でＤＰ－２活性を測定
し；同じ条件下で、プロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定するステッ
プを含み、プロスタグランジンＤ２の存在下でのＤＰ－２活性と等しいまたはそれよりも
大きな、発毛を阻害するための候補作用剤であると考えられる上記化合物のＤＰ－２活性
が、発毛を阻害するための候補作用剤であることを示す、上記方法。
（項目３７）
　発毛を阻害するための候補作用剤であると考えられる化合物の存在下で、ＤＰ－１活性
を測定し；同じ条件下で、プロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定する
ステップをさらに含み、プロスタグランジンＤ２の存在下でのＤＰ－２活性と等しいまた
はそれよりも大きな、発毛を阻害するための候補作用剤であると考えられる上記化合物の
ＤＰ－２活性、およびプロスタグランジンＤ２の存在下でのＤＰ－１活性と等しいまたは
それ未満である、発毛を阻害するための候補作用剤であると考えられる上記化合物のＤＰ
－１活性が、発毛を阻害するための候補作用剤であることを示す、項目３６に記載の方法
。
（項目３８）
　男性型脱毛症を治療するための候補作用剤として複数の化合物をスクリーニングするた
めの方法であって、複数の化合物の各化合物について、男性型脱毛症を治療するための候
補作用剤であると考えられる化合物の存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、
ＤＰ－２活性を測定し；同じ条件下で、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤である
と考えられる化合物の非存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性
を測定するステップを含み、上記化合物の非存在下におけるよりも上記化合物の存在下に
おけるより低いＤＰ－２活性が、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であることを
示す、上記方法。
（項目３９）
　複数の化合物の各化合物について、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であると
考えられる化合物の存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下でＤＰ－１活性を測定
し；同じ条件下で、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であると考えられる化合物
の非存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定するステップ
をさらに含み、上記化合物の存在下および非存在下でのより低いＤＰ－２活性およびおよ
そ等しいＤＰ－１活性が、男性型脱毛症を治療するための候補作用剤であることを示す、
項目３８に記載の方法。
（項目４０）
　発毛を刺激するための候補作用剤として複数の化合物をスクリーニングするための方法
であって、複数の化合物の各化合物について、発毛を刺激するための候補作用剤であると
考えられる化合物の存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測
定し；同じ条件下で、発毛を刺激するための候補作用剤であると考えられる化合物の非存
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在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定するステップを含み
、上記化合物の非存在下におけるよりも上記化合物の存在下におけるより低いＤＰ－２活
性が、発毛を刺激するための候補作用剤であることを示す、上記方法。
（項目４１）
　複数の化合物の各化合物について、発毛を刺激するための候補作用剤であると考えられ
る化合物の存在下、且つプロスタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定し；同
じ条件下で、発毛を刺激する候補作用剤であると考えられる化合物の非存在下、且つプロ
スタグランジンＤ２の存在下で、ＤＰ－１活性を測定するステップをさらに含み、より低
いＤＰ－２活性、および上記化合物の非存在下におけるよりも上記化合物の存在下におけ
るおよそ等しいＤＰ－１活性が、発毛を刺激するための候補作用剤であることを示す、項
目４０に記載の方法。
（項目４２）
　発毛を阻害するための候補作用剤として複数の化合物をスクリーニングするための方法
であって、複数の化合物の各化合物について、発毛を阻害するための候補作用剤であると
考えられる化合物の存在下で、ＤＰ－２活性を測定し；同じ条件下で、プロスタグランジ
ンＤ２の存在下で、ＤＰ－２活性を測定するステップを含み、プロスタグランジンＤ２の
存在下でのＤＰ－２活性と等しいまたはそれよりも大きな発毛を阻害するための候補作用
剤であると考えられる上記化合物のＤＰ－２活性が、発毛を阻害するための候補作用剤で
あることを示す、上記方法。
（項目４３）
　複数の化合物の各化合物について、発毛を阻害するための候補作用剤であると考えられ
る化合物の存在下で、ＤＰ－１活性を測定し；同じ条件下で、プロスタグランジンＤ２の
存在下で、ＤＰ－１活性を測定するステップをさらに含み、プロスタグランジンＤ２の存
在下でのＤＰ－２活性と等しいまたはそれよりも大きな、発毛を阻害するための候補作用
剤であると考えられる上記化合物のＤＰ－２活性、およびプロスタグランジンＤ２の存在
下でのＤＰ－１活性と等しいまたはそれ未満である、発毛を阻害するための候補作用剤で
あると考えられる上記化合物のＤＰ－１活性が、発毛を阻害するための候補作用剤である
ことを示す、項目４２に記載の方法。
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